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骨密度測定結果の認識と生活行動の変容との関係
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　平成6年に実施した骨粗鬆症予防教室で，骨密度測定およびライフスタイルに関する自記式調

査を受診した419人（40～70歳代）を対象者として，3年後の平成9年にライフスタイルに関す

る自記式調査，骨密度測定を実施し，平成6年の骨密度測定結果の認識がその後の骨密度を高め

ようという心がけや生活行動の変容に関与しているか，さらにそれらが骨密度の変化に結びつい

ているかを検討した。

　①　平成9年の調査回答率は82.3％，骨密度測定受診率は61.1％であった。回答率と受診率は

共に平成6年の骨密度測定結果の判定区分が「注意域」の者で高く，回答率ではその差が有意で

あった。

　②　3年間における骨密度は，年齢と月経の有無により分類した3群いずれにおいても有意に

減少し（paired t-test)，3年間での減少量はStiffnessとして3.0であり，年間変化率としては

－1.2％であった。

　③　「骨密度が低い」と認識する者では「骨密度を高める努力をする」と言う心がけを持つ割

合が高く，「骨密度を高める努力をする」と回答した者では，「食事に気をつける」，「運動するよ

う心がける」という意識を持つ割合が有意に高かった。

　④　食事に気をつけようという心がけは，食品の摂取状況や食べ方を，3年間，好ましい状態

で維持させる，あるいは，3年間で改善させるという行動に結びついていた。

　⑤　3年間で骨密度は低下したが，骨密度測定結果を低いと認識する者，あるいは骨密度を高

めるため何かに努力した者では骨密度の減少量，あるいは，変化率は有意に少なかった。また，

「食事に気をつけた」と心がけた者，あるいは食生活が好ましく推移した（好ましい状態を維持

あるいは好ましく変容した項目が多い）者はそうでない者に比べて減少量，変化率は共に少なか

ったが，その差は有意ではなかった。

　以上の結果は，自己の骨密度測定結果を認識し，骨密度を高める努力をしようと心がけること

が食行動を好ましく推移させ，さらに，骨密度減少の抑制に結びつく可能性のあることを示して

いると考えられる。
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